
農業者や商工観光事業者等の商品開発の取組を支援

＜事業のポイント＞
○北広島市まち・ひと・しごと創生総合戦略における基本目標「挑戦」に基づき、地域の農畜産物や農村地域等の付加価値をより高めるた
めに農業を核とする取組の促進を図ります。
○農業者や商工観光事業者が取り組む農産物等の地域資源を活用した商品開発等事業を支援し、新たな食の魅力創出を促すとともに市
の交流人口の増加や地域の活性化につなげます。
○北広島ならではの魅力的な食の提供を目指します。

１ 商品開発等事業への支援内容

（1）上記①～③の事業は、それぞれ別の年度に実施すること
もできます。
（2）補助金額は１事業者につき上限額１００万円です。
同一の取り組みにおいて（１）のとおり別の年度で２回目以

降の補助金の交付申請は、上記の上限額から既に交付した
額を差し引いた残りの額が、その申請時の上限額になります。
（①の取り組みを行った翌年度に②の取り組みを行う場合など）
（3）同一事業者における申請は①～③の事業区分ごとに前
３ヵ年に実施していない場合に限ります。（①を２年連続で申
請することなどはできません。）

＜補助対象事業や補助率など＞ ＜事業の実施イメージ＞

市内に住所を有する農業者や商工観光事業者、これらの任
意団体（規約有）道央農業協同組合、北広島商工会、北広島
市観光協会などが、地域資源を活用して取り組む、次の事業
が対象です。
①試作・製品化事業（ものづくり）
②商品化事業（魅力づくり）
③販売促進事業（きっかけづくり）
◆補助率：２分の１以内、上限額：１００万円（１事業者につき）
※1 本制度では「製品」は原材料を加工した後の完成品のこと

を言い、 「商品」は、パッケージやキャッチコピー等が決定
し、市場に流通・販売可能となったものを言います。
「製品化」や「商品化」のほか広告宣伝や催事への出展、新
販売方式の導入など「販売促進」の事業も補助対象です。

２ 事業は複数年度に分けて取り組むこともできます。

＜補助金の交付対象となる経費＞

下記①～⑦の取組にかかる次の経費が補助対象です。
人件費、謝金、旅費、需用費、備品購入費、役務費、使用料、賃借料、委託料
※備品購入費は、商品開発に必要不可欠なものであって、１件５０万円未満の
ものに限ります。

＜取組＞
①商品開発 ②市場調査 ③研修 ④パッケージデザイン
⑤広告宣伝資材の作成・販売促進活動 ⑥展示会、商談会、催事への出展
⑦新販売方式の導入

詳細は市のホームページをご覧いただくか、市役所経済部農政課にお問合せください。
市ＨＰ：産業・ビジネス＞農業・森林＞六次産業化等支援事業補助金
電話 ：011-372-3311（市役所代表） 内線4604（担当：経済部農政課）

下表は令和5年度に製品化・商品化、6年度に販売促進に取り組む例です。

北広島市六次産業化等支援事業補助金（商品開発等事業）

6年度③事業（販促活動）

（製品化）
①市場調査
②原材料・加工機械購入
③試作
④製品完成

（商品化）
①ﾈｰﾐﾝｸﾞ・ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ制作
②市場に流通（商品化）

①新たにネット販売を開始
②催事等での宣伝広告資材の
制作
③催事等での試食品の製造
④道外催事等（出展料・旅費）

　　　総事業費40万円

補助金20万円/上限20万円補助金80万円／上限100万円

令和5年度①事業（製品化）②事業（商品化）

総事業費160万円


